
離婚時の年金分割について

離婚※した場合、お二人の婚姻期間中の標準報酬月額及び標準報酬賞与額（以下
「標準報酬総額」といいます。）を分割することができます。

分割方法には、「合意分割」と「３号分割」の２種類があります。

分割の方法

※婚姻の取消し、事実婚関係の解消を含みます。以下同じ。

年金分割の手続きは、請求期限（離婚をした日の翌日から起算
して２年）を経過すると、請求することができなくなります。
また、すでに離婚が成立し、相手方が死亡した日から起算して
１か月を経過すると請求することができなくなります。

離婚時の年金分割のイメージ
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当事者間の合意または裁判手続きで定め
られた「按分割合」（上限５０％）

当事者の一方による請求

平成２０年４月以降の一方が国民年金
第３号被保険者（被扶養配偶者）であっ
た期間

国民年金第３号被保険者へ相手方の標準
報酬総額を分割
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話し合いによる合意

「年金分割のための情報通知書」
の受け取り

「年金分割のための情報通知書」
の請求

年金分割の流れ

○年金分割に必要な情報通知書の請求は、二人でも一人
でも請求できます。

（「情報提供請求書」等の提出）
○次の方は、年金分割後の年金見込額を試算できます。

・５０歳以上の方で老齢年金の受給資格期間を満たし
ている方は、老齢厚生年金の見込額

・障害厚生年金を受けている方は、障害厚生年金の見
込額

○情報通知書を当組合から送付します。
①二人で請求した場合…それぞれに交付します。
②一人で請求した場合、
・離婚している場合…それぞれに交付します。
・離婚していない場合…請求した方のみに交付します。

○年金分割を請求するためには、「分割の請求をするこ
と」および「按分する割合」を合意する必要があります。
話し合いにより合意した場合は、右下へ、合意できない場
合は、左下へ進んでください。
（３号分割のみ請求する場合は、合意は必要ありません）

合意できないとき 合意したとき

○話し合いにより按分割合等を合意したときは、その内容
を明らかにすることができる書類を添付して、年金分割の
請求手続きを行ってください。
（「標準報酬改定請求書」等の提出）

家庭裁判所への
審判または調停

の申立て

年金分割の
請求手続き

○話し合いにより合意できないときは、一方が家庭裁判所
に次の手続きを申し立てることで、按分割合を定めること
ができます。

①審判手続き ②調停手続き
③離婚訴訟における附帯処分の手続き

○年金分割の請求は、離婚後、当事者双方またはその一方
が「標準報酬改定請求書」に按分割合を明らかにすること
ができる書類を添付して行います。
（３号分割のみ請求する場合は、離婚後に第３号被保険者
であった方が行います。按分割合を明らかにすることがで
きる書類は必要ありません。）
（注）離婚をした日の翌日から起算して２年を過ぎると、
年金分割の請求はできません。

「標準報酬改定通知書」
の受け取り

○按分割合に基づき、厚生年金の標準報酬を改定し、改
定後の標準報酬を当組合からそれぞれに通知します。

情報通知書を受け取り、按分割合を定めたとしても、当組合ま
たは年金事務所に年金分割の請求手続きを行わないと標準報酬
は改定されません。


